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The purpose of this study is to make the necessary element to advance cooperation 
smoothly clear by focusing on the public libraries in the municipality which became wide by 
a big merger in Heisei with a reading regulation and emphasizing the current state of library 
management that various related organizations cooperate with. 
At present, public libraries are expected to provide useful activities for their region, 
however libraries face a critical challenge of how to provide services that are in line with the 
actual circumstances of each region and consider the current condition of limited finances. It 
is expected that by creating an environment of cooperation between libraries and related 
organizations, library services to local residents can be improved and contribute to solving 
problems in the area. The present study focused on municipalities that had a reading 
ordinance in correlation with the Great Heisei Municipal Merger and in particular chose 
Nakatsugawa-shi, Gifu prefecture as a subject. 
The author conducted an interview survey about what kind of cooperation was being 
performed targeted for the city libraries, the public halls and the schools by a case 
investigation. In order to see how each collaboration exists, the study used YAMAKURA 
Kenshi’s “alliance theory” and analyzed from the three perspectives of “design,” “execution,” 
and “change/evolution.” This analysis found that each organization had its own challenges 
when the opportunity for collaboration arose but common points were seen in each attempt 
at collaboration. From the perspective of “execution,” each organization worked flexibly 
according to their environment and from the perspective of “change/evolution” changes in 
staff consciousness as well as increased shared consciousness emerged. Based on the factors 
that emerged in the Nakatsugawa-shi study, elements necessary for smooth collaboration can 
be summarized in the following six points. This study concluded that in the category of 
“design” the organization must have 1) the goal to collaborate while being aware of the 
challenges facing the organization, 2) frequent exchange of opinions, 3) a design based on 
shared consciousness, in the category of “execution,” organizations must 4) foster frequent 
collaboration between staff in charge, 5) have flexibility, and in the area of “change/evolution” 
6) must create a space for exchange as well as general information sharing. 
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第 1章 研究の目的と方法 
 
1‐1 研究背景と目的 
現在、わが国の図書館数は 3,292 館あり、そのうち都道府県立が 58 館、市区立が 2,598館、
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の公共図書館の設置・運営について定められた法律で、第 1章総則、第 2章公立図書館、第 3章
























                                                   
4 ここでは特に注釈がない限りは佃（2012）の文献を参考に述べていく。 






































 現在、読書条例を制定している自治体は 2県 10市町である（表 1 参照）。読書条例は、2004年
                                                   
2011、p.41） 
6 文部科学省 HPを参照。 
静岡文化芸術大学大学院 
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の高千穂町を皮切りに、2010 年から 2012 年に 1自治体ずつ、2013年から 2015年の間では毎年



































































                                                   
8 国立国会図書館が提供しているデータベースのこと。 
9 図書館は 1年や 2年で評価できるものではないとし 5年 10年かけて見直していくことを繰り返すとい
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る。人口は年々減少傾向にあり、現在は 7万 8,951人（2018年 11 月データ）となっている。市
域は東西に 28 キロメートル、南北に 49 キロメートルと縦に長い地形である（図 1 参照）。総面
















 同市は 2005年 2 月に平成の大合併を行った。2005年 1月に山口村が中津川市へ越県合併する
ことが総務相により決定され、翌 2 月には恵那郡北部 6 町村が中津川市へ編入した。新中津川市
は、旧中津川市、付知町、坂下町、福岡町、加子母（かしも）村、川上村、蛭川（ひるかわ）村、
そして長野県山口村の 1 市 3 町 4 村からなり、広大な面積を持つ新市としてスタートしたので
ある。これにより、市役所や中央図書館など行政の中枢機関が南に位置するようになり、市の中
心に立地するわけではなくなった。加えて、町と町も隣接しているのではない。旧町村をつなぐ
                                                   
11 市の概要については、総合計画を参照。 
12 国土交通省国土地理院 平成 29年全国都道府県市区町村別面積のデータを参照。 
静岡文化芸術大学大学院 
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また、人口を各地域別でみると、旧中津川地区 52,234 人、坂下地区 4,562 人、川上地区 786
人、加子母地区 2,847 人、付知地区 5,616 人、福岡地区 6,504 人、蛭川地区 3,307 人、山口地区
1,689 人となっている13。合併以前に行われた国勢調査のデータを見てみると 2000 年では、旧中
津地区 54,902人、坂下地区 5,834 人、川上地区 1,017 人、加子母地区 3,411人、付知地区 6,825




















このように合併に伴い組織改革が行われたため、中津川市行政組織条例が 2004 年 12 月に改
正・制定され、そして翌年の 2005年 1 月 1日に施行された。 
2013年 4 月には、新図書館建設に伴った機構改革が行われ、図書館が生涯学習課から独立し、
                                                   
13 外国人が別枠で算出されているため、おおよその人数となっている（中津川市 HP参照）。 
14 各公民館職員への聞き取り調査に基づく。 
15 平成 16年 12月定例会（第 7回）－12月 3日－1号、中津川市議会会議録を参照。 
静岡文化芸術大学大学院 
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として、加子母では 2 名、川上、山口では 1名いる。定住推進部の職員のほかに、公民館の担当
職員として、文化スボーツ部で雇用されている嘱託職員または臨時職員が在籍する。文化スポー
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内で一緒に業務をしている。定住推進部の職員で公民館担当として 2 名、文化スポーツ部で雇用








































協議会のメンバー8 名からなる起草委員会が 107 の項目をもつ「新しい図書館への提言書～そう























が、市長の解職投票の期日を 12 月 25日と発表した直後、市長が辞職を表明、12月 22 日付けで
辞職した。これに伴い、中津川市長解職投票の中止が決まり、2012 年 1 月に、新図書館建設事
業等を争点に立候補者 5名による市長選挙が行われた。選挙の結果、新図書館建設中止を公約に
掲げた、現市長の青山節児が当選を果たした。当選翌日、新図書館建設工事が中断、2012年 5月
























中津川市では、BMが旧中津川市の地域を巡回していた19。合併した 2005 年は 14ステーション
あり、中央館を囲むように、小学校前や神社、特別養護老人ホームなどに設置されていた。14ス
テーションを地区ごとに分けて 6 つのコースにし、週に 1～2 コースを午後に巡回し、1 つのス
テーションでおおよそ 20～30 分、図書の貸出などをしていた20。同年 10月に、まずは図書館同
士のネットワーク整備を行うため、蛭川済美図書館とコンピューターシステムを統合した。この
時点では、各公民館図書室のシステムは構築されておらず、合併以前と変わらずそれぞれの館で







                                                   





制限で貸出期間を 15日間以内としているが、BMでは 1人 8冊までという上限はあるものの、貸出期間は
翌月の巡回日までの約 1ヵ月間としている。 
20 図書館要覧によると、BM の出動日数はその年度でばらつきがあり年間で 75 日前後であるが、2007 年は
他の年度よりも少なめの 66日であった。貸出冊数は全ステーション合わせて 2004年が 5,812冊、2005年
は 7,406冊、2006年は 7,022冊、2007年は 5,597冊となっている。どの年度も児童書の貸出が半分以上を
占め、利用者は中学生以上を対象とする成人と、小学生以下を対象とする児童は約半数ずつだった。 
21 2018年 8月 17日、二村英文へのインタビュー調査に基づく。 
静岡文化芸術大学大学院 
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増やし、2009 年には 6 名に増え、公立幼稚園へも巡回が始まり、2012年には、読み聞かせや親
                                                   
















できないかと考えていた。そこで、同年 10 月、先進的な取り組みをしているという 1 県 2 市 1
町の活動を調査したうえで、すべての市民が読書に親しめる環境づくりと読書活動の気運を高
め推進するための基本条例制定を目指すことになった。2012年 12月に図書館協議会の協議を経
て条例案を作成し、翌年 1月から 2 月までパブリックコメントを行った。行政管理課との協議や
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第 4章 図書館・公民館・学校の連携 
本章では、中津川市の図書館、各公民館、学校の概要を把握したうえで、組織同士の連携の様
態を整理する。まずは図書館と公民館、次に図書館と学校、そして公民館と学校、最後に図書館













の蔵書数28は 2015（平成 27）年度が 165,080 冊、2016（平成 28）年度で 168,277冊、そして 2017
（平成 29）年度では 172,475 冊であり、毎年少しずつ増えている。中央館の書庫は空きがほと
んどないくらいぎっしりと本が詰まっており、除籍をするなどスペースを確保してはいるが、追
い付いていない。貸出冊数29は 2014（平成 26）年度が 246,282 冊、2015（平成 27）年度は 248,622








                                                   




28 2016（平成 28）年度から 2017（平成 29）年度「中津川市図書館要覧」と図書館からの提供資料に基づ
く。 
29 2015（平成 27）年度から 2017（平成 29）年度「中津川市図書館要覧」に基づく。 
30 中央館の貸出冊数については図 3参照。 
31 中央館のみならず公民館においても関係団体が活動をしている（表 4参照）。 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 




る。分館の蔵書数32は 2015（平成 27）年度が 28,557 冊、2016（平成 28）年度で 28,543 冊、そ
して 2017（平成 29）年度では 29,259 冊である。貸出冊数33では、2014（平成 26）年度が 22,419







続いて人材面に目を転じる。中央館の職員は、館長 1名、正規職員 5名、嘱託職員 10名、臨
時職員 2 名の合計 18 名である。現在の人数は新図書館建設に合わせて増員したものであり、現


















                                                   
32 2016（平成 28）年度から 2017（平成 29）年度「中津川市図書館要覧」と図書館からの提供資料に基づ
く。 
33 2015（平成 27）年度から 2017（平成 29）年度「中津川市図書館要覧」に基づく。 
34 分館の貸出冊数は図 4参照。 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 






























                                                   
35 2018年 12月 22日、図書館長、二村英文へメールでの問合せに基づく。 
36 資料費として中央館が 1,625,200 円、分館が 117,720円、公民館が 361,000円となっている。 
37 2018年 8月 17日、図書館長、二村英文へのインタビュー調査に基づく。 
38 2013年に「図書館ジュニアサポーター養成講座」を開講した。中学生や高校生などが参加している。 
39 2017年 7月 27日、おひさま代表、若山澄子へのインタビュー調査に基づく。 
40 男性 12名、女性 125名。登録者でも実際にボランティアとして活動している人は固定化してきている
ため、登録者の数と活動の広がりが必ずしも結びついているわけではないという。(2018年 11月 16日、
図書館長、二村英文への追加調査に基づく。) 
41 2018年 11月 16日、図書館長、二村英文への追加調査に基づく。 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 



























                                                   
42 2016（平成 28）年度「中津川市図書館要覧」を参照。 
43 貸出冊数については図 5参照。 
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51 2018年 9月 4日、坂下公民館長、原一敏へのインタビュー調査に基づく。 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 







































学の 8校が参加し約 300人が集まった。この事業に参加した大学生たちが図書室づくりにも協力した。 
55 ひなたぼっこは、30代から 50代の 12名ほどで構成された、図書のボランティア団体である。 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 

























                                                   





































組みも行っている。図書の入れ替えは、絵本は 3 カ月に 1度、一般書は 1年に 1度となっている









                                                   





















 中津川市には、小学校が 19 校、中学校が 12校ある。小学校はそれぞれの地区に必ず 1 校はあ
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71 2017年 8月 8日、間宮沙織へのインタビュー調査に基づく。 
72 2017年 7月 27日、市立図書館でのインタビュー調査に基づく。 







































                                                   
74 2018年 8月 17日、中津川市立図書館にて。 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 


































                                                   











































79 2018年 8月 17日、図書館長、二村英文へのインタビュー調査に基づく。 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 





































83 2018年 8月 17日、二村英文へのインタビュー調査に基づく。 
84 2012年から 2018年の図書館要覧を参照。 


































                                                   
86 2018年 8月 17日、学校司書、間宮沙織へのインタビュー調査に基づく。 
87 小学生は自分の校区からでる場合は、保護者同伴の必要がある。 






































                                                   











95 2018年 8月 17日、図書館長、二村英文へのインタビュー調査に基づく。 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 
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と思っていた」ため、話は早かった。 















ており、2か月に 1 度 15冊程度、付知の職員が小学校へ配本に行っている。2017年からは付知
南小学校の学童でも取り組みが始まった100。学童への配本については、当初 20 冊にして 4 週間
で入れ替えたらどうかという案もあったが、学童の指導員と話し合ってみると「短いスパンで本

















100 付知北小学校の児童も南小学校の学童を利用しているため、学童への配本を 1ヵ所で行っている。 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 
















































































の約 2倍となる 11名が集まった。 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 



























始まり、小学校は年に 1 度 6 冊、中学校では各学期に 1 冊ずつ寄贈している。図書の選ぶ基準と
しては、楽しいだけではなく、これからの人生に繋がるようなものを、学校図書室の状況に合わ
せて、学校司書と何度も相談をしながら選んでいる111。 
                                                   
106 2018年 9月 4日、坂下公民館長、原一敏へのインタビュー調査に基づく。 
107 2018年 9月 4日、坂下公民館図書担当、田口昌子へのインタビュー調査に基づく。 


























この山口・坂下・川上の「やさか」地域で、3 館が連携して、中学校へ 50～60 冊の配本を行















                                                   










































                                                   
113 2017年 8月 8日、ひなたぼっこ代表、梅田好美へのインタビュー調査に基づく。 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 































べていた。（2018年 8月 17日、学校司書、間宮沙織へのインタビュー調査に基づく。） 
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第 6章 結論 




























































































































































































































































































































































































































条例 web 及び日置（2015）を参考に筆者作成 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 
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表 2 インタビュー調査実施一覧表 
2017年 場所 担当者名 
7 月 27日 
付知公民館 
付知公民館  主任主査 加藤直人 
おひさま 代表 若山澄子 
市立図書館 市立図書館長 二村英文 
8 月 3 日 山口公民館 山口公民館長 田中孝英 
市立図書館 
図書館くらぶ 代表 桑澤宏康 
ほっとしょクラブ 代表 大山恵子 
8 月 4 日 川上公民館 川上公民館 図書担当 早川可奈子 
坂下公民館 坂下公民館 図書担当 田口昌子 
神坂公民館 神坂公民館 内木規子 
落合公民館 落合公民館 図書担当 
阿木公民館 阿木公民館 吉田進 
8 月 7 日 坂本公民館 坂本公民館長 小川利幸 
付知公民館 付知公民館 主任主査 加藤直人 
8 月 8 日 
加子母公民館 
ひなたぼっこ 代表 梅田好美 
加子母公民館 桂川真嗣 
付知北小学校 学校司書 間宮沙織 
9 月 29日 市立図書館 市立図書館長 二村英文 
2018年   









加子母公民館 加子母公民館長 桂川恒巳 
NPO法人かしもむら事務局 内木健二 
付知公民館 付知公民館 まちづくり協議会（指定管理者） 
図書担当 早川雅子 
9 月 3 日 川上公民館 川上公民館 図書担当 早川可奈子 
山口公民館 山口公民館長 田中孝英 
神坂公民館 神坂公民館 所長補佐 木村奈津子 
図書担当 小林やよい 
9 月 4 日 坂下公民館 坂下公民館長 原一敏 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 


























9 月 5 日 坂本公民館 坂本公民館 図書担当 原 理英 
阿木公民館 阿木公民館 図書担当 渡邉珠江 





市立図書館 市立図書館長 二村英文 
9 月 20日 落合公民館 落合公民館 図書担当 角野志穂 
11月 5日 付知公民館 付知公民館 図書担当 早川雅子 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 
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図 1 中津川市の地図 
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表 3 公民館の体制 
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表 4 図書館運営に関係する主な団体及び個人 
活動内容 団体名 地区 







読み聞かせサークル しゃぼん玉 川上 
読み聞かせサークル おひさま 付知 
つけちブックサポーター ぴよこっこ  











資料作成に携わる団体 音訳ボランティア さざなみ会 中津 
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表 5 分析結果 
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